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２種類の高分子を用いた薬物高含有機能性中空粒子の設計
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【目的】近年, 薬物と薬物の 5 倍以上の粒子径を持つ高分子の混合粉体を高分子可

溶性の溶媒を用いて湿式造粒することにより, 内部に一つの大きな空隙を有する

薬物含有中空粒子を調製できることが報告された. 本手法により, 球形度が高く

薬物高含有な粒子を簡便に調製できることから, 様々な医薬品への応用が期待さ

れる. また, 使用する高分子の選択によって所望の機能性を粒子に付与できるた

め, 機能性粒子の調製方法として有用であると考えられる. そこで本検討では, 水
溶性および水不溶性の二種類の高分子を用いることで, フェニトイン含有徐放性

中空粒子の調製を試みた.  
【方法】薬物としてフェニトイン (PHT; d50 = 7 µm), 高分子としてヒドロキシプロ

ピルセルロース (HPC; 149–250 µm 画分) およびエチルセルロース (EC; d50 = 5.7 
µm) を用いた. 造粒溶媒として水または 70v/v%エタノールを用い, 多機能型遠心

転動造粒装置 Granurex® (フロイント産業株式会社) にて PHT 70%含有中空粒子を

調製した. 調製した粒子について粒子物性 (薬物含有率, 粒度分布, 流動性, 粒子

硬度, 球形度, 粒子形状) および薬物放出挙動を評価した.  
【結果・考察】 調製した PHT 含有粒子は粒度分布幅が狭く, 優れた流動性を示し

た. また, 高い硬度と球形度を示し, 中空構造を有していた. さらに, 70v/v%エタ

ノールを造粒溶媒として用いることで, 粒子に薬物放出制御能が付与された. ま
た, HPC と EC の配合比を変化させたところ, EC 比の増加に伴い, 粒子からの薬物

放出は強く抑制された. 本研究は, 種々の高分子を用いた機能性中空粒子の設計

における重要な基礎的知見となるものと考えられる.  


